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創立154周年の歴史と伝統のある本校では、「自分大
すき　友達大すき　学校大すき　地域大すき」を目
指す児童像に掲げ、日々の教育活動に真摯に取り組
んでいます。
保護者や地域の皆様の温かなご理解とご支援の下、
愛育会（ＰＴＡ）、ＢＪＢ（番町ジュニアバンド）、地
域行事の番町子ども会などにより、児童の健やかな
成長を力強く支えていただいています。
地域と共に歩む本校の姿は、まさに学び舎の理想像
です。

自慢１：子どもが「自ら学び、自ら考える児童」を育
成するため全教職員が学習指導を改善しています。
自慢２：屋上庭園を活用し、児童や保護者、地域の
方々が協働して農作物を楽しく作っています。
自慢３：３・４年の児童がモロッコ王国大使館とモ
ロッコ王国の子ども達と異文化交流をしています。
自慢４：ボランティア活動やゲストティーチャーを
通し、地域の皆様の温かさに触れ、豊かな人間関係
を築いています。
学校のステークホルダーが連携し、さらに「富士見
小学校」を素敵な小学校にします！

Kindness思いやり Union団結 Development発展 
Activity活発 Noble上品な九段小学校です。
この５つの中から特にNoble「上品な」を重点とし
＜九段ブランド＞を創っています。<九段ブランド>
とは「本校のよさと伝統」です。ひとつのもの（こと）
を創り上げていく喜びを子どもや保護者、地域の方
とともに分かち合い、子どもが成長する姿をみんな
で実感しています。本校のよさは「どの子も伸びる
　学びの九段小」であり、家庭と地域、学校が子ど
ものために一体となっていることです。

「15歳の春を笑顔で迎えるために」３年の卒業を素敵
な笑顔で迎え、誇りをもって自分の選んだ道に進む
子どもたちを育てるために、私たち麹町中学校は全
力で子どもたちに関わり、使命を果たして行きたい
と思います。麹町中には、学年カラーと呼ばれる３
つの色（紺色・エンジ色・黄色）があります。学年
カラーをあしらった校章が令和６年度から復活しま
した。伝統ある名門校の証として、いつまでも大切
に子どもたちの胸で輝き続けることを願っています。

麹町小学校は、区内でも児童数が最も多いにぎやか
な学校です。東京の真ん中にありながら、学区内に
皇居や公園も多くあり、豊かな緑に親しむことがで
きます。子どもたちの歌声がきれいなことが、本校
の自慢です。本校に通っていた作曲家・滝廉太郎の
歌を、透明感のある美しい歌声で歌っています。４
年生以上の有志による麹町小学校合唱団サンシャイ
ンキッズの歌声も、地域行事等でぜひお楽しみくだ
さい。

お茶の水小学校の新校舎には「和室」があります。
この和室で、６年生は裏千家師範である地域の方か
ら「茶道」を学んでいます。茶道を通して、日本の
伝統文化を学び、相手への気配りや立ち振る舞い、
マナーなどを考える機会になっています。茶道はお
茶の水幼稚園でも取り組み、継続的に伝統文化に触
れています。他にも華道や箏、和太鼓など、地域の
方が講師になる機会が多くあり、お茶の水の子ども
のために深い愛情を注いでいただいています。

本校の子どもたちはあいさつが上手で、何よりも素
直です。毎朝学校の玄関に立つと、「おはようござ
います！」と元気な声であいさつをしてくれる子ど
もたちに励まされています。こうした姿は、ご家庭
や地域の皆様の温かなご指導の賜物であると、心よ
り感謝しております。
これからも、子どもたちが自分らしく幸せな一日一
日となる学校づくりに努めてまいります。今後とも
よろしくお願いいたします。

本校の通信教育課程には、現在、67歳から92歳まで
の19名の生徒が在籍し、日夜勉学に励んでいます。
12歳から15歳までの生徒と中学生どうし語り合う交
流会では、世代を超えて「学ぶことの大切さ・すば
らしさ」について思いを共有しています。お互いの
存在は、目標を再確認し、意欲的に学びに挑戦する
ことへの大きな支えになっています。
昨年採用した新標準服は、個性を引き立てると同時
に、学校の一体感も高め、ジェンダーにも対応し、
生徒たちの自信と誇りを育む一助となっています。
環境に配慮した素材のブレザーはサイズ調整可能で
快適さと持続可能性を両立しています。衣替えもな
く気温に応じて着こなしを変えることができます。

全てが自慢です。
児童は朝会に整然と参加し、休み時間は元気一杯、
メリハリある学校生活を送り、教職員も一致団結し、
保護者の皆様とスクラムを組んでいます。本校特色
の昌平祝太鼓、神田川船の会、寄席、昌平音楽祭、
子ども会・コミュニティスクール運営委員会の皆様
の活発な活動は、地域の皆様のご協力がなければ成
り立たない活動ばかりです。チーム昌平は今年もそ
して未来永劫大きな自慢であり続けます。

和泉小学校は、地域とのつながりを大切にし、さま
ざまな活動を積極的に行っています。今年は神田祭
の年でしたが、４年生以上で神輿担ぎ体験を行い、
神田祭当日も子ども神輿を担ぐなど地域の方々と一
体となってお祭りに参加しています。ビッグバンド
クラブや神田囃子教室、神田雷神太鼓教室、ミニバ
スケットボールクラブ。地域の方のご協力のもと、
こうした教育活動を通じて子どもたちは地域の一員
としての誇りをもち、温かい人々に囲まれて成長で
きるのが自慢の小学校です。

児童家庭支援センターでは、子どもたちの健全な育
成と子育て家庭の支援を行っています。
その中でも、今年度は私立学童クラブ２か所を新た
に開設し、学童クラブの運営を支援することで、保
護者の皆様の就労支援の充実を図ってまいります。
また、発達障害等のお子さんが安心して過ごすこと
ができるとともに、保護者の皆様のご負担を軽減で
きるよう、療育経費の助成を行っておりますが、今
年度はより支援が必要なお子さん向けの助成上限額
を２倍に引き上げ、経済的負担をさらに軽減してま
いります。




